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相談者の声

家計改善支援員より

みなさん、収入の額はわかっていても、支出は月々 いくらずつ、か
かっているかを把握していません。
支出を項目ごとに洗い出して、何が家計を圧迫しているかを理解
していただきます。上手なお金の使い方を一緒に考えましょう♪

ややこしい借金の相談に同行してくれて、
ひとつずつ理解しながら手続きを進めるこ
とができました

収入を増やすことばかり考えていました
が、自分の家計を振り返って立て直すきっ
かけとなり、相談してよかったです

税金や保険料の滞納があるので相談に
行きづらかったのですが、収支を整理して
もらい、納付を開始することができました

知  識

事業企画担当　　800-2433　　800-2516
企画調整係（イベント全体について）　　800-2331　　800-2505
＊イベントの詳細については次号でお知らせします

泉消防署庶務課庶務係　　801-0119（はしご車搭乗体験について）

身近な備えシリーズ②

　10月28日（月）～10月30日（水）の3日間で、協力いただける医療
機関等において、「災害時医療のぼり旗掲出訓練」を保土ケ谷区、旭
区、緑区、戸塚区、瀬谷区と合同で実施します。この期間に医療機関等
の近くをお通りの際には、ぜひのぼり旗をご確認ください。また、いざ
という時に備えて、地域にある医療機関等を調べておきましょう。

　平成28年10月に深谷通信所跡地内に設置した「深谷通信所跡地
中央広場」で、防災やスポーツを身近に体験できるイベントを開催し
ます。
　イベントには、はしご車もやってきて「はしご車搭乗体験」を行いま
す。はしご車搭乗体験は事前申込みで行いますので、ご希望の方は、
次のとおり、お申し込みをお願いいたします。（応募者多数の場合は抽選）

災害時を想定した医療機関などの
「災害時医療のぼり旗掲出訓練」を行います

６区（泉区・保土ケ谷区・旭区・緑区・戸塚区・瀬谷区）
合同でのぼり旗掲出訓練を行います

　横浜市では、震度６弱以上の地震発生時等に、被災を免れ、診療な
どが可能な医療機関と薬局は、その目印として「診療中」（薬局は「開
局中」）と記載された「のぼり旗」を掲げることとしています。

災害時に診療可能な医療機関・薬局の目印「のぼり旗」
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中央広場活用イベント

イベント開催概要

はしご車搭乗体験事前申込みについて

日 時  11月16日（土）10時～15時（荒天中止）
場 所  深谷通信所跡地中央広場

対 象 者 ●小学生以下（保護者も同乗可能）
●はしご車のバスケットにひとりで立ち、つかまって搭乗
　できるお子様
●往復はがき１枚につき、２人まで申込みできます。
　ひとりでも多くの方に搭乗していただくため、おひとりで
　搭乗される場合は、他のお子様と同乗になります。

応募方法 10月31日（消印有効）までに往復はがきで、往信裏面に
①搭乗希望者氏名・年齢・学年、②連絡先（保護者など）の住所・
氏名・電話番号、を書いて泉消防署庶務係（〒245-0024
和泉中央北5-1-1）へ（返信表面には返信先の住所・氏名を記載）

はしご車搭乗体験　事前申込み方法

※搭乗希望時間帯の指定はできません。複数申込みは無効。
※集合時間などは、返信はがきでお知らせします。
※災害発生時、強風時等は、中止になる場合があります。




